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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物開口に設けられた開口枠と、
　前記開口枠を構成する下枠のレールを転動する戸車を備え、かつ前記下枠の長手方向に
沿って移動可能な障子と
　を備え、
　前記障子が移動することで前記開口枠の開口を開閉する建具において、
　前記開口が閉じた状態で、前記下枠の長手方向の中央部分の上方にて隣り合う他の障子
と対向する縦框、あるいは前記開口の一部を閉塞する閉塞部材と前記下枠の長手方向の中
央部分の上方にて対向する縦框を有する障子は、前記戸車よりも耐火性に優れた材料によ
り形成されたスペーサ部材を備え、
　前記スペーサ部材は、前記障子の重心よりも前記縦框に近接する個所にのみ配置し、か
つ前記レールよりも上方に配設されたものであり、
　前記戸車が消失した場合に前記レールに載置される態様で、該レールの上端部に対向し
た状態で前記障子の下框の見込み面に配設された基部と、
　前記基部の室外側端部より下方に向けて延在する下延部と
　を備えたことを特徴とする建具。
【請求項２】
　建物開口に設けられた開口枠と、
　前記開口枠を構成する下枠のレールを転動する戸車を備え、かつ前記下枠の長手方向に
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沿って移動可能な障子と
　を備え、
　前記障子が移動することで前記開口枠の開口を開閉する建具において、
　前記開口が閉じた状態で、前記下枠の長手方向の中央部分の上方に配置される他の障子
と対向する縦框を有する障子は、前記戸車よりも耐火性に優れた材料により形成されたス
ペーサ部材を備え、
　前記スペーサ部材は、前記障子の重心よりも前記縦框に近接する個所にのみ配置し、か
つ前記レールよりも上方に配設されたものであり、
　前記戸車が消失した場合に前記レールに載置される態様で、該レールの上端部に対向し
た状態で前記障子の下框の見込み面に配設された基部と、
　前記基部の室外側端部より下方に向けて延在する下延部と
　を備えたことを特徴とする建具。
【請求項３】
　前記障子は、上框、下框及び左右一対の縦框を四周框組みして構成された框体に面材を
保持させてなることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の建具。
【請求項４】
　前記障子の前記縦框の一方は召し合わせ框となり、前記縦框の他方は、前記開口枠を構
成する縦枠に当接する戸先框となることを特徴とする請求項３に記載の建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建具に関し、より詳細には、例えば引き違い窓や片引き窓のように開口枠に
障子を開閉移動させる建具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば引き違い窓のような開口枠に対して障子を支持させた建具が知られている
。このような建具を構成する開口枠は、上枠、下枠及び一対の縦枠を四周枠組みして構成
されている。また上記建具を構成する障子は、上框、下框及び一対の縦框を四周框組みし
て構成された框体に、ガラス板のような面材を保持させて構成されており、下框に樹脂製
の戸車が設けられている。
【０００３】
　このような建具においては、上記戸車が下枠に設けられたレールを転動することで、障
子が下枠の長手方向に沿って開閉移動して開口枠の開口を開閉している（例えば、特許文
献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１１８１５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述した建具においては、図１０に示すように、開口枠１００を構成する各
枠１１０，１２０等が建物躯体２に設けられたアンカー部材３に支持され、かつ各枠１１
０，１２０等と建物躯体２との間の空間にモルタル等の充填材４が充填されたものがある
。このように開口枠１００の各枠１１０，１２０等と建物躯体２との間に充填材４が充填
された建具では、上記空間に、特にアンカー部材３の周辺に空隙が生ずることが知られて
いる。
【０００６】
　そのため、上記建具が火災等により加熱されると、開口枠１００を構成する下枠１２０
は長手方向の中央部分が障子２００，３００の自重等により垂れ下がるように変形してし
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まうこととなり、しかも、障子２００，３００を構成する戸車２６０，３６０も溶融して
消失してしまうこととなる。
【０００７】
　これにより、障子２００，３００は、戸車２６０，３６０が消失して下框が下枠１２０
のレールに載置された状態となり、下枠１２０の変形に応じて傾いてしまい、結果的に開
口枠１００と障子２００，３００との間に隙間が生じてしまう。開口枠１００と障子２０
０，３００との間に隙間が生じてしまうと、その隙間を火炎等が通過して延焼してしまい
、上記建具では防火性能が十分とはいえなかった。
【０００８】
　本発明は、上記実情に鑑みて、開口枠の下枠が変形した場合にも障子が傾くことを抑制
して防火性能を良好なものとすることができる建具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明に係る建具は、建物開口に設けられた開口枠と、前
記開口枠を構成する下枠のレールを転動する戸車を備え、かつ前記下枠の長手方向に沿っ
て移動可能な障子とを備え、前記障子が移動することで前記開口枠の開口を開閉する建具
において、前記開口が閉じた状態で、前記下枠の長手方向の中央部分の上方にて隣り合う
他の障子と対向する縦框、あるいは前記開口の一部を閉塞する閉塞部材と前記下枠の長手
方向の中央部分の上方にて対向する縦框を有する障子は、前記戸車よりも耐火性に優れた
材料により形成されたスペーサ部材を備え、前記スペーサ部材は、前記障子の重心よりも
前記縦框に近接する個所にのみ配置し、かつ前記レールよりも上方に配設されたものであ
り、前記戸車が消失した場合に前記レールに載置される態様で、該レールの上端部に対向
した状態で前記障子の下框の見込み面に配設された基部と、前記基部の室外側端部より下
方に向けて延在する下延部とを備えたことを特徴とする。
【００１０】
　この発明によれば、火災等で加熱されることで戸車が溶融して消失した場合、スペーサ
部材が下枠のレールに載置されることで障子の重心よりも他の障子等と対向する縦框に近
接した個所を障子の重心より他の縦框側よりも相対的に高く配置することができる。その
ため、下枠が長手方向の中央部分よりも垂れ下がるよう変形しても、スペーサ部材がレー
ルに載置されることで、障子が傾くことを抑制でき、開口枠と障子との間に隙間が生ずる
ことを抑えることができる。
【００１１】
　また、本発明に係る建具は、建物開口に設けられた開口枠と、前記開口枠を構成する下
枠のレールを転動する戸車を備え、かつ前記下枠の長手方向に沿って移動可能な障子とを
備え、前記障子が移動することで前記開口枠の開口を開閉する建具において、前記開口が
閉じた状態で、前記下枠の長手方向の中央部分の上方に配置される他の障子と対向する縦
框を有する障子は、前記戸車よりも耐火性に優れた材料により形成されたスペーサ部材を
備え、前記スペーサ部材は、前記障子の重心よりも前記縦框に近接する個所にのみ配置し
、かつ前記レールよりも上方に配設されたものであり、前記戸車が消失した場合に前記レ
ールに載置される態様で、該レールの上端部に対向した状態で前記障子の下框の見込み面
に配設された基部と、前記基部の室外側端部より下方に向けて延在する下延部とを備えた
ことを特徴とする。
【００１２】
　この発明によれば、火災等で加熱されることで戸車が溶融して消失した場合、スペーサ
部材が下枠のレールに載置されることで障子の重心よりも他の障子と対向する縦框に近接
した個所を障子の重心より他の縦框側よりも相対的に高く配置することができる。そのた
め、下枠が長手方向の中央部分よりも垂れ下がるよう変形しても、スペーサ部材がレール
に載置されることで、障子が傾くことを抑制でき、開口枠と障子との間に隙間が生ずるこ
とを抑えることができる。
【００１３】



(4) JP 6422733 B2 2018.11.14

10

20

30

40

50

　また本発明は、上記建具において、前記障子は、上框、下框及び左右一対の縦框を四周
框組みして構成された框体に面材を保持させてなることを特徴とする。
【００１４】
　この発明によれば、火災等で加熱されることで戸車が溶融して消失した場合、スペーサ
部材を下枠のレールに確実に載置させることができる。
【００１５】
　また本発明は、上記建具において、前記障子の前記縦框の一方は召し合わせ框となり、
前記縦框の他方は、前記開口枠を構成する縦枠に当接する戸先框となることを特徴とする
。
【００１６】
　この発明によれば、火災等で加熱されることで戸車が溶融して消失した場合、スペーサ
部材が下枠のレールに載置されることで障子の重心よりも他の障子等と対向する縦框に近
接した個所を障子の重心より戸先框側よりも相対的に高く配置することができる。そのた
め、下枠が長手方向の中央部分よりも垂れ下がるよう変形しても、スペーサ部材がレール
に載置されることで、障子が傾くことを抑制でき、開口枠と障子との間に隙間が生ずるこ
とを抑えることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、開口枠の下枠が変形した場合にも障子が傾くことを抑制して防火性能
を良好なものとすることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の実施の形態である建具を室内側から示す外観図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態である建具の横断面図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態である建具の縦断面図である。
【図４】図４は、図３に示した要部を拡大して示す縦断面図である。
【図５－１】図５－１は、スペーサ部材の左側面図である。
【図５－２】図５－２は、スペーサ部材を室内側から見た図である。
【図５－３】図５－３は、スペーサ部材の底面図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態である建具の要部を拡大して示す縦断面図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態である建具が火災等により加熱された場合を示す外
観図である。
【図８】図８は、本発明の実施の形態である建具の変形例を室内側から示す外観図である
。
【図９】図９は、本発明の実施の形態である建具の他の変形例を室内側から示す外観図で
ある。
【図１０】図１０は、従来の建具を示す縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に添付図面を参照して、本発明に係る建具の好適な実施の形態について詳細に説明
する。
【００２０】
　図１～図３は、それぞれ本発明の実施の形態である建具を示すものであり、図１は室内
側から示す外観図、図２は横断面図、図３は縦断面図である。ここで例示する建具は、い
わゆる引き違い窓と称されるもので、開口枠１０と、複数（図示の例では２つ）の障子２
０，３０とを備えて構成してある。
【００２１】
　開口枠１０は、上枠１１、下枠１２及び左右一対の縦枠１３，１４を四周枠組みするこ
とによって矩形状に構成したものであり、矩形状の開口１５を有している。この開口枠１
０の各枠１１，１２，１３，１４は、それぞれアルミニウムやアルミニウム合金の押し出



(5) JP 6422733 B2 2018.11.14

10

20

30

40

50

し形材によって所定の横断面形状を有するように構成してある。ここで上記上枠１１には
、長手方向に沿って延在するレール１１ａが設けてあるとともに、上記下枠１２には、長
手方向に沿って延在するレール１２ｂが設けてある。
【００２２】
　上記開口枠１０は、図１～図３には明示しないが、図１０に示す従来例と同様に各枠１
１，１２，１３，１４が建物躯体１に設けられたアンカー部材（３）に支持され、かつ各
枠１１，１２，１３，１４と建物躯体１との間の空間にモルタル等の充填材（４）が充填
されて建物躯体１に支持してある。
【００２３】
　内側の障子（以下、内障子ともいう）２０は、上框２１、下框２２及び左右一対の縦框
２３，２４を四周框組みすることによって矩形状に構成した框体の内部に面材２５を保持
したものである。ここで内障子２０の各框２１，２２，２３，２４は、アルミニウムやア
ルミニウム合金の押し出し形材によって所定の横断面形状を有するように構成してある。
【００２４】
　上記内障子２０は、戸車２６を有している。戸車２６は、例えばプラスチック等の樹脂
材から構成される樹脂製のものであり、下框２２に設けてある。戸車２６は、図には明示
していないが、下框２２の見込み方向に沿って延在する軸部の中心軸回りに回転可能とな
るよう下框２２に設けてあり、その一部の外端面が下框２２の下側見込み面２２ａの切欠
部分（図示せず）より下方に突出している。このような戸車２６は、上記切欠部分より下
方に突出する部分の外端面がレール１２ｂの上端面に転動可能に載置してある。尚、内障
子２０の上框２１には、長手方向に沿って延在する挿入部２１ａが形成してあり、かかる
挿入部２１ａには、上枠１１のレール１１ａが挿入している。
【００２５】
　外側の障子（以下、外障子ともいう）３０は、上框３１、下框３２及び左右一対の縦框
３３，３４を四周框組みすることによって矩形状に構成した框体の内部に面材３５を保持
したものである。ここで外障子３０の各框３１，３２，３３，３４は、アルミニウムやア
ルミニウム合金の押し出し形材によって所定の横断面形状を有するように構成してある。
【００２６】
　上記外障子３０は、戸車３６を有している。戸車３６は、例えばプラスチック等の樹脂
材から構成される樹脂製のものであり、下框３２に設けてある。戸車３６は、図には明示
していないが、下框３２の見込み方向に沿って延在する軸部の中心軸回りに回転可能とな
るよう下框３２に設けてあり、その一部の外端面が下框３２の下側見込み面３２ａの切欠
部分（図示せず）より下方に突出している。このような戸車３６は、上記切欠部分より下
方に突出する部分の外端面がレール１２ｂの上端面に転動可能に載置してある。尚、外障
子３０の上框３１には、長手方向に沿って延在する挿入部３１ａが形成してあり、かかる
挿入部３１ａには、上枠１１のレール１１ａが挿入している。
【００２７】
　これら障子２０，３０は、戸車２６，３６がレール１２ｂを転動することでそれぞれが
下枠１２の長手方向に沿って、すなわち左右方向に沿って開閉移動するものである。
【００２８】
　そして、内障子２０の右側の縦框（以下、右縦框ともいう）２４が右側の縦枠（以下、
右縦枠ともいう）１４に当接し、かつ外障子３０の左側の縦框（以下、左縦框ともいう）
３３が左側の縦枠（以下、左縦枠ともいう）１３に当接した場合に、内障子２０の左側の
縦框（以下、左縦框ともいう）２３と外障子３０の右側の縦框（以下、右縦框ともいう）
３４とが下枠１２の長手方向（左右方向）の中央部分１２ａの上方にて互いに対向するこ
とで、上記開口１５を閉じるようにそれぞれの寸法が設定してある。このような障子２０
，３０では、右縦框２４と左縦框３３とが戸先框となり、左縦框２３と右縦框３４とが召
し合わせ框となる。
【００２９】
　図４は、図３に示した要部を拡大して示す縦断面図である。この図４にも示すように、
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上記障子２０，３０は、スペーサ部材４０を備えている。スペーサ部材４０は、例えばア
ルミニウム、鉄、ステンレス等の樹脂製の戸車２６，３６よりも耐火性に優れた材料によ
り構成されるもので、図５－１～図５－３に示すように、基部４１と下延部４２とを有し
ている。
【００３０】
　基部４１は、上方若しくは下方から見た場合に、室内外方向（障子２０，３０の見込み
方向）よりも左右方向が長手方向となる矩形状の形態を成す部位であり、中央部分４１１
よりも室外側端部４１２及び室内側端部４１３が僅かに上方に位置するよう屈曲されて構
成してある。この基部４１の中央部分４１１には、取付用貫通孔４１ａが形成してある。
下延部４２は、基部４１の室外側端部４１２より下方に向けて延在する部位である。
【００３１】
　このような構成を有するスペーサ部材４０は、図１及び図４に示すように、障子２０，
３０の下側見込み面２２ａ，３２ａにおいて、障子２０，３０の重心よりも召し合わせ框
（左縦框２３及び右縦框３４）に近接した個所に、取付用貫通孔４１ａを貫通する取付ネ
ジ５０の先端部が下側見込み面２２ａ，３２ａに螺合することで取り付けてある。この場
合、スペーサ部材４０の基部４１は、レール１２ｂの上端部から所定距離だけ離隔して該
上端部に対向している。つまり、スペーサ部材４０は、基部４１がレール１２ｂの上端部
から離隔していることで戸車２６，３６がレール１２ｂを転動することを許容するもので
ある。ここで、スペーサ部材４０の下側見込み面２２ａ，３２ａからの基部４１の下方へ
の突出高さの大きさであるが、これは該スペーサ部材４０が適用される建具の寸法や強度
等によって定められるもので、戸車２６，３６がレール１２ｂを転動することを許容しつ
つ、該戸車２６，３６が消失した場合に該レール１２ｂに載置されるものであればその大
きさは特に限定されるものではない。
【００３２】
　以上のような構成を有する建具においては、火災等により加熱された場合には、樹脂製
の戸車２６，３６は溶融して消失してしまう。また、開口枠１０を支持するために用いら
れるモルタル等の充填材（４）の充填部分に空隙があるため、充填部分が破損等すること
により、開口枠１０の各枠１１，１２，１３，１４は変形しやすくなる。特に下枠１２は
、障子２０，３０の自重が作用しており、左右両端部が縦枠１３，１４に連結されている
ために、長手方向の中央部分１２ａが垂れ下がるように変形してしまうことになる。
【００３３】
　このように戸車２６，３６が消失して、長手方向の中央部分１２ａが垂れ下がるように
下枠１２が変形した場合、障子２０，３０は、下側見込み面２２ａ，３２ａがレール１２
ｂに載置された状態となるが、スペーサ部材４０が配設された部分では、図６に示すよう
に、該スペーサ部材４０がレール１２ｂに載置される。尚、図６では、外障子３０に設け
たスペーサ部材４０が下枠１２のレール１２ｂに載置される状態を示しているが、内障子
２０に設けたスペーサ部材４０も下枠１２のレール１２ｂに載置される。ここでスペーサ
部材４０は下側見込み面２２ａ，３２ａから下方へ突出しており、しかも障子２０，３０
の重心より召し合わせ框（左縦框２３及び右縦框３４）に近接した個所に設けてあるので
、スペーサ部材４０がレール１２ｂに載置される個所が、下側見込み面２２ａ，３２ａが
レール１２ｂに載置される個所よりも相対的に高くなる結果、図７に示すように、下枠１
２の長手方向の中央部分１２ａが垂れ下がっても障子２０，３０が傾くことを抑制できる
。これにより、開口枠１０と障子２０，３０との間に隙間が生ずることを抑制させること
ができ、隙間を火炎等が通過することを規制して防火性能を良好なものとすることができ
る。
【００３４】
　よって、本実施の形態である建具によれば、開口枠１０の下枠１２が変形した場合にも
障子２０，３０が傾くことを抑制して防火性能を良好なものとすることができる。
【００３５】
　以上、本発明の好適な実施の形態について説明したが、本発明はこれに限定されるもの
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ではなく、種々の変更を行うことができる。
【００３６】
　上述した実施の形態では、２枚の障子２０，３０を有する引き違い窓を例示したが、本
発明においては、片引き窓に適用することもできる。
【００３７】
　上述した実施の形態では、２枚の障子２０，３０を有する引き違い窓を例示したが、本
発明においては、以下に説明するように、３枚以上の障子を有する引き違い窓にも適用す
ることができる。
【００３８】
　図８は、本発明の実施の形態である建具の変形例を室内側から示す外観図である。尚、
この図８において、上述した実施の形態と同一の構成を有するものには同一の符号を付し
ている。
【００３９】
　この図８に示すように、開口枠１０には複数（図示の例では４つ）の障子５１，５２，
５３，５４が設けてある。これら障子５１等は、上記障子２０，３０と同様に、上框５１
ａ等、下框５１ｂ等及び左右一対の縦框５１ｃ，５１ｄ等を四周框組みすることによって
矩形状に構成した框体の内部に面材５１ｅ等を保持したものである。そして、これら障子
５１等が移動することで開口枠１０の開口１５を開閉することができる。
【００４０】
　かかる建具においては、下枠１２の長手方向の中央部分１２ａの上方で互いの縦框５２
ｃ，５３ｃが対向する障子（以下、中央側障子ともいう）５２，５３には、それぞれ下框
５２ｂ，５３ｂにおける該中央側障子５２，５３の重心よりも各縦框５２ｃ，５２ｄ，５
３ｃ，５３ｄに近接する個所にスペーサ部材４０が設けてある。また、最も左方に位置す
る障子５１は、上記開口１５を閉じた状態では、右方側の縦框５１ｄが上記中央側障子５
２の縦框５２ｃと対向することとなる。この障子５１においても、該障子５１の重心より
も該縦框５１ｄに近接する個所にスペーサ部材４０が設けてある。更に、最も右方に位置
する障子５４は、上記開口１５を閉じた状態では、左方側の縦框５４ｃが上記中央側障子
５３の縦框５３ｄと対向することとなる。この障子５４においても、該障子５４の重心よ
りも該縦框５４ｃに近接する個所にスペーサ部材４０が設けてある。
【００４１】
　このような建具においては、障子５１等の数が上述した実施の形態の建具よりも多いこ
とから、該建具よりも上枠１１及び下枠１２の長手方向の延在長さが大きくなる。そのた
め、火災等により加熱される場合に、下枠１２の中央部分１２ａが上述した実施の形態の
建具よりもより垂れ下がることとなる。そこで、中央側障子５２（５３）に設けたスペー
サ部材４０のうち、隣接する中央側障子５３（５２）の縦框５３ｃ（５２ｄ）と対向する
縦框５２ｄ（５３ｃ）に近接するスペーサ部材４０については、他のスペーサ部材４０よ
りも下方に突出するよう該中央側障子５２，５３の下側見込み面に取り付けてあることが
好ましい。
【００４２】
　このような構成によれば、火災等で加熱されることで戸車が溶融して消失した場合、ス
ペーサ部材４０が下枠１２のレールに載置されることで、中央側障子５２（５３）では他
の中央側障子５３（５２）と対向する縦框５２ｄ（５３ｃ）に近接する個所を他の障子５
１等と対向する縦框５２ｃ（５３ｄ）に近接する個所よりも相対的に高く配置することが
でき、しかも中央側障子５２，５３以外の障子５１等では中央側障子５２，５３と対向す
る縦框５１ｄ，５４ｃに近接する個所を縦枠１３，１４と対向する縦框５１ｃ，５４ｄに
近接する個所よりも相対的に高く配置することができる。そのため、下枠１２が長手方向
の中央部分１２ａよりも垂れ下がるよう変形しても、スペーサ部材４０がレールに載置さ
れることで、障子５１等が傾くことを抑制でき、開口枠１０と障子５１等との間に隙間が
生ずることを抑えることができる。よって、開口枠１０の下枠１２が変形した場合にも障
子５１等が傾くことを抑制して防火性能を良好なものとすることができる。
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【００４３】
　尚、図８においては、中央側障子５２，５３だけでなく、最も左方に位置する障子５１
及び最も右方に位置する障子５４にもスペーサ部材４０を設けた例について説明したが、
本発明においては、開口枠の開口を閉じた状態において、下枠の長手方向の中央部分の上
方にて隣り合う他の障子（図８では一方の中央側障子）と対向する縦框を有する障子（図
８では他方の中央側障子）において、該障子の重心よりも上記縦框に近接する個所にスペ
ーサ部材が設けられているだけでも良い。これによっても、下枠が長手方向の中央部分よ
りも垂れ下がるよう変形しても、スペーサ部材がレールに載置されることで、開口枠と障
子との間に隙間が生ずることを抑えることができ、開口枠の下枠が変形した場合にも障子
が傾くことを抑制して防火性能を良好なものとすることができる。
【００４４】
　図９は、本発明の実施の形態である建具の他の変形例を室内側から示す外観図である。
尚、この図９において、上述した実施の形態と同一の構成を有するものには同一の符号を
付している。
【００４５】
　この図９に示すように、開口枠１０には複数（図示の例では３つ）の障子６１，６２，
６３が設けてある。これら障子６１等のうち、最も右方に位置する障子６３は開口枠１０
に固定されている。該障子６３を除く障子６１，６２は、上記障子２０，３０と同様に、
上框６１ａ等、下框６１ｂ等及び左右一対の縦框６１ｃ，６１ｄ等を四周框組みすること
によって矩形状に構成した框体の内部に面材６１ｅ等を保持したものである。そして、こ
れら障子６１等が移動することで開口枠１０の開口１５を開閉することができる。
【００４６】
　かかる建具においては、開口１５を閉じた状態で下枠１２の長手方向の中央部分１２ａ
の上方に配置される障子（以下、中央障子ともいう）６２には、下框６２ｂにおける該中
央障子６２の重心よりも各縦框６２ｃ，６２ｄに近接する個所にスペーサ部材４０が設け
てある。また、最も左方に位置する障子６１は、上記開口１５を閉じた状態では、右方側
の縦框６１ｄが上記中央障子６２の縦框６２ｃと対向することとなる。この障子６１にお
いても、該障子６１の重心よりも該縦框６１ｄに近接する個所にスペーサ部材４０が設け
てある。
【００４７】
　このような構成によれば、火災等で加熱されることで戸車が溶融して消失した場合、ス
ペーサ部材４０が下枠１２のレールに載置されることで、中央障子６２では各縦框６２ｃ
，６２ｄに近接する個所の高さレベルを等しくすることができ、しかも左方に位置する障
子６１では中央障子６２と対向する縦框６１ｄに近接する個所を縦枠１３と対向する縦框
６１ｃに近接する個所よりも相対的に高く配置することができる。そのため、下枠１２が
長手方向の中央部分１２ａよりも垂れ下がるよう変形しても、スペーサ部材４０がレール
に載置されることで、障子６１，６２が傾くことを抑制でき、開口枠１０と障子６１，６
２との間に隙間が生ずることを抑えることができる。よって、開口枠１０の下枠１２が変
形した場合にも障子６１，６２が傾くことを抑制して防火性能を良好なものとすることが
できる。
【００４８】
　尚、図９においては、最も左方に位置する障子６１だけでなく中央障子６２にもスペー
サ部材４０を設けた例について説明したが、本発明においては、開口枠の開口を閉じた状
態で、下枠の長手方向の中央部分の上方に配置される障子（図９では中央障子）と対向す
る縦框を有する障子（図９では最も左方に位置する障子）において、該障子の重心よりも
上記縦框に近接する個所にスペーサ部材が設けられているだけでも良い。
【００４９】
　図８及び図９においては、障子が４つ設けられた建具と、障子が３つ設けられた建具に
ついて例示したが、本発明においては、障子の数は特に限定されるものではない。また、
スペーサ部材についても、火災等により加熱されて開口枠の下枠が変形した場合に、その
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下枠に沿って障子が下枠の長手方向の中央部分に向かって傾いてしまうことがないように
設けられていればよいので、スペーサ部材は、障子に対し複数個設けられていても良い。
【００５０】
　上述した実施の形態では、スペーサ部材４０は、下框の下側見込み面２２ａ，３２ａに
レール１２ｂに対向する状態で設けてあったが、本発明においては、スペーサ部材は、下
枠のレールを臨むよう該レールよりも上方側の個所に配設されるのであれば、下側見込み
面に限られずその配設部分は特に限定されるものではない。
【符号の説明】
【００５１】
　１０　開口枠、１２　下枠、１２ａ　中央部分、１２ｂ　レール、１５　開口、２０　
内障子、２１　上框、２２　下框、２２ａ　下側見込み面、２３　縦框、２４　縦框、２
５　面材、２６　戸車、３０　内障子、３１　上框、３２　下框、３２ａ　下側見込み面
、３３　縦框、３４　縦框、３５　面材、３６　戸車、４０　スペーサ部材、４１　基部
、４２　下延部、５０　取付ネジ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５－１】

【図５－２】

【図５－３】

【図６】
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【図９】 【図１０】
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